
医療・介護 編

職場の難問 Q&A
日本人事労務コンサルタントグループ（LCG）医業福祉部会 編著

★職場では様々な「難問」が発生します。特に医療機関や介護・福祉施設では、労務面でのトラブ

ルや離退職が深刻な「職場の難問」となっています。

★本書には、医療機関と介護・福祉施設の職場で発生するあらゆる「難問」が凝縮されています。

労働環境・就業規則・人事・勤務評定・給与・休暇・退職・メンタルヘルス・職権の範囲・モラ

ル・モチベーション・職場の活力・コミュニケーション・労災・個人情報――など、看護師・医

師・介護士・事務職員等とその管理職が日頃疑問や不満に思っている 100 の「難問」を Q&A で

ズバリ解決しています。

★「LCG 医業福祉部会」は、医療機関や介護・福祉施設を専門とする人事労務コンサルタントの

全国組織。実際に現場で様々なトラブルを解決してきたプロフェッショナルが、その明快な法

律解釈と実践的な解決法をあまさず伝授‼ ES（職員満足）なくして CS（顧客満足）なし。ES
を高めるための必読の１冊です‼

2011 年５月 ㈱医学通信社 発行

労働条件・人事・給与・メンタルヘルス・職場の活力 全 100Ｑ&Ａ 

■B5 判 約 230 頁

■価格 2,000 円（税込 2,100 円）

※ 内容見本、および Q&A 100 項目における主な「難問」は、裏面をご覧ください。

日本人事労務コンサルタントグループ（ＬＣＧ）とは？
人事労務という切り口から、企業（医療機関・福祉施設含む）やそこで働く従業員の成長発展に資することを目的とした社会保険労務士と

コンサルタントの集団。全国で 500 名を超える会員（平成 23 年３月現在）が加入しており、専門分会として医療機関・福祉施設の人事労務・

風土改善等を支援する「ＬＣＧ医業福祉部会」には、医療機関・福祉施設の人事労務に精通した約 200 名の会員が定期的な勉強会を通じてケ

ーススタディで議論し合い、常にレベルを高めることによってクライアントに対して迅速で安心できる問題解決等を行っています。

34 名の強力な LCG 執筆陣！

赤堀久士 赤堀社会保険労務士事務所
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大村愛美 社会保険労務士法人労務サポート

岸川 守 関西ステート経営労務事務所
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ご注文は、以下に必要事項ご記入のうえ、医学通信社 FAX 03-3512-0250 までお送り下さい。

振込用紙同封で本書をお送りします（料金後払い）。
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ご勤務先 所属部署
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主な「難問」
Ｑ 主任や師長になれば、労働基準法上の管理監督者として、残業代の支払いはされないのでしょうか？
Ｑ ヒゲを生やしていますが、先日、事務長より剃るようにと命じられました。応じなければならないのでしょうか？
Ｑ 病院から自宅が近いということで呼び出しが頻繁にあります。親の介護があるため、正直なところ困っています。介護を理由に呼び出し

を拒否できるのでしょうか？
Ｑ 就業規則はあるものの、運用されていないルールや、実態と合わないルールなども数多く記載されています。こうした場合でも、就業規

則の記載が優先されるのでしょうか？

Ｑ 患者情報の入った USB メモリをどうやら紛失したようです。勝手に持ち出したものであるため、発覚すれば解雇されるのでしょうか？
Ｑ 病院の勤務医ですが、激務であるため退職して近隣に診療所を開設しようと思います。ところが、理事長より競業避止義務違反であると

言われました。どうしたらよいでしょうか？

Ｑ 医師職を中心に遅刻が多いため、１回あたり 3,000 円の罰金制度を設けようと思います。問題はないでしょうか？
Ｑ 感覚的に職員の給料額を決定していますが、先日、職員間で給料明細を見せ合われ混乱が生じました。どのように収束させればよいでし

ょうか？

Ｑ 病院全体の就業規則は存在するのですが、どうも医師職については全体的に内容が合いません。どうしたらよいでしょうか？
Ｑ 妊娠したため夜勤業務を外して欲しいという申し出がありましたが、人員不足で夜勤業務が回らなくなるおそれがあります。こうした申

し出には必ず応じなければならないのでしょうか？

Ｑ 精神疾患によって休職していた職員に、リハビリのため、まずは軽作業から復帰してもらおうと考えています。この場合も、従来と同様
の賃金を支払わなければならないでしょうか？

Ｑ 産婦人科で患者のことを考えて、女性医師に限定した募集広告を行いたいのですが、問題ないでしょうか？

内容見本


